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(論文内容の要旨) 
Neutrophil gelatinase-associated lipocalin （NGAL）は好中球分泌顆粒から発見
された可溶性の鉄運搬蛋白である。細菌感染では血液中 NGAL 濃度が上昇し、NGAL は鉄
キレート作用により大腸菌や結核菌などの細菌増殖を抑制する。また急性腎障害(AKI)
では腎組織、血液、尿中の NGAL 濃度が著しく増加し、NGAL は鉄供与体として働くこと
で近位尿細管細胞の増殖促進とアポトーシス抑制により腎保護作用を示す。更に、ヒト
AKI において血中および尿中 NGAL は腎機能障害の指標である血清クレアチニンよりも
約 2 日間早く増加するため、AKI の新規バイオマーカーとして注目を浴びている。当研
究室では既に尿中 NGAL は種々の慢性腎臓病(CKD)で増加する一方で、治療により速やか





部の患者で１年後の血液データを集め、観察開始時の NGAL 値との関係を検討した。 




鉄調節ホルモンのヘプシジン 25 の濃度を上昇させたが、NGAL 濃度は変化しなかった。
血清 NGAL 値は一度の透析処置により平均で 27%低下した。次に、虚血性心疾患の評価
のために心臓カテーテル造影検査を受けた患者 30 人（非透析患者 15 人、透析患者 15
人）の大動脈と腎静脈の血中 NGAL 濃度を測定した。非透析患者においては、腎静脈で
は大動脈と比較して NGAL 値は 13% 低かった。しかし、透析患者では大動脈と腎静脈の
NGAL 値はほぼ同じであった。以上より、血中 NGAL の少なくとも一部は腎臓、あるいは
血液透析により除去されると考えられた。また、血清アルブミン値は透析患者の栄養状


























     
したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
なお、本学位授与申請者は、平成 28 年 8 月 18 日実施の論文内容とそれ
に関連した試問を受け、合格と認められたものである。 
 
 
 
 
 
